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気象庁



・平成29年11月16日より、海溝軸外側の25点について、海底津波計のデータ活用を開始した
（S-net全点150点の活用）
・北海道、東北、関東地方の太平洋沿岸では津波の検知が最大約25分程度早くなる

日本海溝海底地震津波観測網（S-net）の更なる活用

津波観測点の配置図 津波検知がより早くなる時間（分）の分布図

1



津波関係
シミュレーション 津波情報発表 津波観測

津波情報発表

津波観測点津波注警報発表

地震関係

DB検索

津波注警報更新

沖合の津波観測
に関する情報

津波観測に関す
る情報

※ 情報体系、内容は変わらない
が、発表時間や回数が変化する
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※ 津波検測、監視は必ず注警報発表の後

震源、M決定

地震発生時の沖合津波観測点の利活用タイミング
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